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 H24 年入社。商社勤務の経験を活
かしお得意先へ適正価格の維持と利
益を確保するメーカー交渉、常に新
しい製品をお届けするための適正在
庫の管理など会社資産を守る重要な
役割を担っています。

コロナ禍で余った時間に読書を…

連載・税理士から見た歯科医院経営

FDH Information 　

皆様こんにちは！
緊急事態宣言がとりあえず解除され、ウイルスと経済活動の共存を考える段階になりました。
とはいえ、飲食店やイベント、旅行、宿泊関連などは報道以上に大変な状況になっており、
売上対前年比 90％減なども珍しくはありません。

その中で歯科医院の経営数値に目を向けると、弊社関与先の 4月の売上は対前年比 14％減、
来院患者数は 23%減でした。（調査対象 252 医院）
特に、定期来院数が月間 154 人→94人と 40%の減少です。これはメンテナンス予約を先延
ばしするなど、医院の経営方針が大きく影響しています。
一方、自費収入は 150 万円→141 万円と微減でした。

「来院患者さんが減ったので、じっくり自費の話ができる」
とある先生が仰ってましたが、果たしてそうなのかもしれません。
院内の密状態を避けるため、予約を目一杯詰めて数を診るのは難しい状況です。
その分、空いた時間でコンサルを行い、患者さんとコミュニケーションを図り、単価を上げ
るのも一つの方法かもしれません

患者 40％減、売上 14％減、コロナ禍の歯科医療

クインテッセンス出版株式会社

宮本 泰和先生 /尾野 誠先生 著

 「歯周再生療法を成功させる
　　テクニックとストラテジー」

    ~ その歯は本当にホープレスか、

                   問いなおすことになる ~

サイズ： A4 判　　440 ページ　
定価：30,000 円（税別）

デンタルダイヤモンド社

長岐 祐子先生 著

 「しっかり質も高い
　25分メインテナンス&SPT」

   ~ ” できない” を可能にする、

　　　　　　　　担当DH必携書 ~

サイズ： B5 判　　116 ページ　
定　価：4,000 円（税別）
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掲載内容につきましては、詳しくは弊社営業までお問い合わせください。
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令和 2年度 第二次補正予算において、新たな項目が追加されました（もらえる）

①医療従事者等への慰労金の支給　50,000 円 / 人

②医療機関における感染拡大防止のための支援　1,000,000 円迄
動線の確保など院内での感染拡大防止策等に要する費用の補助を行う
　例） ア　共通して触れる部分の定期的・頻回な清拭・消毒等の環境整備を行う
　　   イ　待合室の混雑を生じさせないよう、予約診療の拡大や整理券の配布等を行い患者に適切な受診の仕方を周知・協力を求める
　　   ウ　患者同士が混在しないよう、動線の確保やレイアウト変更、診療順の工夫などを行う
　　   エ　電話等情報通信機器を用いた診療体制を確保する
　　   オ　医療従事者の院内感染防止対策（研修・健康管理等）を行う

歯科医師・歯科衛生士・事務スタッフなど、ウイルスとの長期戦を戦い抜くための医療提供体制の確保

シリーズ 新型コロナウィルス感染症

これからの歯科医療環境を考える !
 5/14 に福岡県における緊急事態宣言の解除に続き、25日
には日本全国で宣言解除が安倍晋三首相より発表された。

時事ドットコムニュースより抜粋

しかしながら、北九州市ではそれまでの 23日連続で感染者ゼロを記録していたが、その後 6日連続での感
染者を確認している。感染者の感染経路は把握できており、政府は第２波には至っていないとしながらも、
厚生労働省のクラスター班を動員し調査・分析を行うなど今後も予断を許さない状況が続いる。今回も歯科
医療の最前線に立ち向かうお得意先へ歯科ディーラーとして入手した最新の情報をお届けいたします。

北九州に第 2波か
まだまだ予断許さず
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左図は、2011 年に発行されたOXFORD ACADE
MIC The Journal of Infectious Diseases 204 巻に
掲載された 『弱毒化した季節性インフルエンザウ
イルスエアロゾルに対するN95マスク、サージ
カルマスク、目の保護材の有効性』から抜粋。
データはで、エアロゾルの目からの侵入に対す
るN95およびサージカルマスクとゴーグルの有
効性を実験にて論じた文献である。
文献では、3.1 ㎥の密閉室内にボランティアが入
り、その中に約 100 万 RNA/ ㎥相当の濃度で弱
毒化されたインフルエンザウイルスを含む粒径
5μmのエアロゾルを充満させ、4つの装備を組
み合わせた 6つのグループに分け 20分間の暴露Oxford ACADEMIC  The Journal of Infectious Diseases 2011.7.15 より抜粋

Group 
1: 何もしない対称群 (n=4)　　　2: 目の露出のみ（n=4)　　　　　3: サージカルマスクのみ (n=5)
4: ＃３にゴーグル装着 (n=5)　　5: N95 マスクのみ (n=5)　　　　 6: #5 にゴーグル装着 (n=5)

を行い、鼻腔洗浄液を回収し鼻腔粘膜に到達したウイルス
量を測定した研究です。
本文献が示すのは、N95マスクの優位性は勿論ですが、グ
ループ 3、４の違いが示すようにサージカルマスクにゴー
グル装着を行うことで鼻腔粘膜に到達するウイルス量は約
1/4 にまで抑えることができています。逆説的に捉えるな
らば、エアロゾル暴露が起こる状況では、経眼透過率が非
常に高いと言うことが文献より考察できます。
歯科医療におけるエアロゾル感染は、周知となり歯科医療従
事者は日常的にゴーグルや顔全体を覆えるフェイスシールド
によって、自身の安全を確保していただきたい。

PPJ フェイスシールド
　10枚入　3,000 円（税別）
　20枚入　6,000 円（税別）

 一方、国内では令和 2年 5月 29日、経済産業省及びNITE( 独立行政法
人 製品評価技術基盤機構 理事長 辰巳 敬）が新型コロナウイルスに有効
な界面活性剤として、塩化ベンゼトニウム（0.05% 以上 ) を含む 7品目
の界面活性剤を家庭や職場におけるアルコール以外の消毒剤として発表
した。（左図）NITE は経済産業省の要請を受け、新型コロナウイルスに
対する消毒方法の選択肢を増やすために、国立感染症研究所および学校
法人北里研究所との共同検証試験に着手し、下記に示す界面活性剤７種
を新型コロナウイルス（SARS-CoV-2) に対する不活化効果を認めている。

　　　　・ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム（0.1% 以上 )
　　　　・ アルキルグリコシド（0.1% 以上）
　　　　・ アルキルアミンオキシド（0.05% 以上）
　　　　・ 塩化ベンザルコニウム（0.05% 以上）
　　　　・ 塩化ベンゼトニウム　  （0.05% 以上）
　　　　・ 塩化ジアルキルジメチルアンモニウム（0.01% 以上）
　　　　・ ポリオキシエチレンアルキルエーテル（0.2% 以上）

ここで注意しておかなければならないのが、下記に示すベンゼトニウム塩化物含嗽剤である。
効果を認めるベンゼトニウム塩化物を主成分としているが、各メーカー指定の用法・用量は下記に示す通りで
あり、上記基準値以下であり、製品の取扱と解釈には注意が必要である。

有効成分　：ベンゼトニウム塩化物　0.2g/100g
効能・効果： 口腔内の消毒、抜歯創の感染予防

用法・用量： 口腔内消毒　50倍希釈（ベンゼトニウム塩化物 0.004%)
　　　　　　 抜歯創の感染防止 10~20 倍希釈（同 0.01~0.02%)

使用上注意： 副作用
　　　　　　　1．過敏症が現れた場合は投与を注視すること。
　　　　　　　2． ときに（0.1~5%) 刺激感があらわれることがある。

日本歯科薬品株式会社　添付文書抜粋参照


